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記録添付

村河、藤田由、外村、杉本、藤田健、高根
10月「３R推進月間」の取り組みとして、紙容器リサイクル事業の周知を行うべく、ｲﾍﾞﾝﾄ開催時のス
タッフが啓発用法被を着用して活動した。
法被の制作は、（公財）静岡県西部しんきん地域振興財団様としずぎんふるさと環境保全基金様
の助成金を使用しました。

事業の様子
と成果

家庭ごみ減量を進める上で、市民からは「何をすれば良い分からない」と言った声があります。
特定の目的を達成したいという気持ちをもっている人の行動を促進させる。または、そのような理
想的な目的をもっていない人に理想をもたせて行動させるために
現在、実証実験中の「紙容器リサイクル事業」は、年齢やライフスタイルを問わず知れば行動し易
いごみ減量事業です。
今回は、視覚からの啓発を試みました。
イベント会場のスタッフユニフォームを紙容器の書かれた法被を使用することで、来場者の視覚に
訴えました。
結果、小学生が持参した紙容器を事業を知らない祖母がイベントスタッフに持参した話をしてくれる
行動がありました。
また、当日は4組　約0.952㎏の持込がありました。

、

ごみ減量啓発活動　開催報告
整理番号：20221009

紙容器リサイクル事業啓発

実施内容

2022年10月9日（日）9：00～11：00

浜松市西部清掃工場　えこはま　10月もったいない市


